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内にろらと独的帰｀見宿　わとま

っ
た
。

る
帰
属

青
縞

の
つ
く

昴
の
排

頁
の

。
が
具

四
対
象

Ｊ
中
国

Ｍ
貝
が

i
｡
1
1

Ｉ
秘

貨
の

一
け
れ

ｆ
し
抜

一
に
に

か
ら
釣
魚
島
等
で
生
産
固
勁
に
た
ず
さ

わ
り
、
日
本
人
は
一
八
八
四
年
に
至
っ

て
よ
う
や
く
目
高
を
発
見
し
た
。
（
０
）

日
清
戦
争
采
の
敗
北
が
確
定
し
た
時

日
本
は
こ
れ
ら
の
高
を
か
す
め
と
り
、

馬
関
条
約
（
下
関
条
約
）
で
島
々
を
割

譲
さ
せ
た
。
（
Ｄ
）
第
二
次
大
戦
の
後

日
本
は
釣
魚
高
等
を
米
国
に
渡
し
、
米

国
は
施
政
権
を
も
っ
て
い
る
こ
と
三

方
的
に
宣
言
じ
た
。

　
日
本
０
歴
史
的
根
拠
と
は
（
Ａ
）
中

国
の
古
文
書
に
尖
閣
列
島
の
存
在
が
し

る
さ
れ
て
い
て
も
直
後
頭
有
権
の
論
証

（
一
巻

だ
結
果
、

確
認
し
、

の
閣
議
決

。
日
本
は
明
治
十
八
年

）
以
降
、
現
仙
洞
返
し

島
で
あ
り
、
清
国
交
配

る
根
跡
の
な
い
こ
と
を

二
十
八
年
一
月
十
四
日

謳
玉
に
編
入
し
た
。

　
（
Ｂ
）
下
関
条
約
（
明
治
二
十
八
年
五

月
発
行
）
で
譲
り
受
け
た
島
々
の
中
に

尖
閣
列
島
は
言
ま
れ
て
い
な
い
。
誤
り

受
け
た
○
は
台
湾
と
付
属
諸
島
で
あ

る
。
（
Ｃ
）
ザ
ン
フ
フ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
に
放
棄
し
た
領
土
○
申
に
も
含
ま

れ
て
い
な
い
。
同
島
は
南
西
諸
島
○
一

部
と
し
て
併
殺
下
に
お
か
れ
、
冲
繩

返
逗
協
だ
に
よ
っ
て
返
さ
れ
る
地
域
に

含
ま
れ
て
普
・
　
、

　
中
国
の
地
亨
留
据
は
、
（
Ａ
）
同

列
島
○
晦
謳
石
油
鉱
床
は
揚
子
河
や
貿

河
か
ら
流
泌
涜
陶
物
で
出
未
完
も
○

で
念
。
趾
佃
（
水
深
二
百
米
）
資

源
お
よ
ひ
大
陸
棚
に
突
出
し
た
島
は
大

　
　
　
　
　
一

　　ｙノ

‾こ‾T

国

た
と
い
う
こ
と
）

　
日
本
側
の
地
理
上
の
根
拠
は
（
Ａ
）

台
湾
は
地
理
的
に
近
い
と
い
う
条
件
が

領
有
権
を
主
張
す
る
根
拠
に
は
な
り
得

な
い
。
（
Ｂ
）
北
京
の
地
図
出
版
社
の

一
九
五
八
年
十
一
月
版
「
世
界
地
図

集
」
及
び
台
湾
国
防
研
究
員
と
地
学
研

究
所
が
出
版
し
た
一
匹
八
丑
年
十
月
版

　
「
世
界
地
図
集
」
第
一
東
亜
諸
国
、
及

ひ
台
湾
国
定
教
科
書
一
九
七
〇
年
一
月

版
「
国
民
吋
学
地
理
教
科
書
」
第
四
冊

の
三
つ
の
本
は
、
い
ず
れ
も
尖
閣
列
島

を
日
本
領
と
し
て
誉
い
て
あ
る
。

　
以
上
が
、
中
国
と
日
帝
外
務
省
の
尖

閣
領
有
権
論
争
の
主
要
対
立
点
て
あ

る
。
要
す
る
に
、
①
の
歴
史
的
領
有
根

拠
が
崩
れ
れ
ば
す
べ
て
②
Ｉ
③
は
崩
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
①
○
論
拠
を
補
完

す
る
論
拠
と
い
え
よ
う
。

　
先
述
○
よ
う
に
、
米
帝
は
目
高
の
施

政
権
の
事
実
を
認
め
な
が
ら
、
帰
属
は

領
有
主
公
田
双
方
の
当
事
者
決
着
と
い

う
中
間
主
我
を
と
っ
て
い
る
。
掲
出
は

日
米
安
保
同
盟
国
と
し
て
の
米
帝
へ
不

満
と
抗
議
の
意
・
当
店
萌
し
て
い
る
。

だ
べ
日
帝
の
根
拠
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
外

交
レ
ベ
ル
か
ら
見
で
も
受
身
的
で
積
極

性
が
な
い
。

　
注
目
し
て
お
か
ね
は
な
ら
ぬ
の
は
次

の
二
点
だ
。
一
点
目
は
、
中
国
の
主
張

が
、
決
し
て
ソ
巡
の
よ
う
に
旧
帝
政
時

代
の
侵
略
の
結
果
掠
奪
し
た
領
肩
事
実

を
根
拠
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
、
二
点

目
は
、
日
帝
が
戦
争
○
加
害
国
で
中
国

が
被
害
国
で
あ
る
の
に
、
中
国
が
終
戦

合
Ｖ
Ｏ
原
則
を
頁
い
て
お
り
、
政
権
浸
一
い
る
。
若
し
、
「
労
働
者
国
家
」
中
国

得
喪
も
日
帝
に
賠
償
も
領
土
割
譲
を
も

要
求
し
て
は
い
な
い
。
台
湾
は
ヤ
ル
タ

励
定
で
旧
中
国
の
施
政
権
が
、
日
清
戦

争
で
う
ば
っ
た
日
本
か
ら
返
逗
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
尖
閣
列
島

　
（
釣
魚
台
）
に
対
す
る
「
労
働
指
図

家
」
中
国
の
領
有
権
主
張
は
い
領
土
併

合
で
も
終
戦
処
理
に
関
す
る
割
譲
条
件

及
略
服
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
も

な
い
、
潜
在
権
利
の
主
張
と
理
解
し
て

が
レ
ー
ニ
ン
Ｏ
Ａ
然
賠
償
・
無
併
合
Ｖ

の
原
則
を
犯
し
て
主
張
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
目
帝
の
領
有
に
正
面

対
決
す
る
と
口
跡
に
、
反
面
で
は
中
国

「
労
働
者
国
家
」
と
反
レ
ー
ニ
ン
主
義
者

と
し
て
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
家
間

外
交
の
結
果
と
し
て
帝
国
主
義
日
本
と

の
間
に
釣
魚
台
の
領
有
権
売
買
や
石
油

発
罰
権
の
取
引
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
は

断
呼
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

領
土
及
び
民
族
自
決
権
と
過
渡

期
世
界
の
革
命
的
国
際
主
義

　
我
々
は
し
か
し
、
中
国
「
労
働
者
国

家
」
の
主
張
が
思
想
的
に
も
正
し
い
と

肯
定
出
来
る
か
ら
日
帝
○
領
有
策
動
に

反
対
し
て
闘
う
の
で
は
な
い
。
現
任
の

「
労
働
者
国
家
」
中
日
の
党
指
導
部
の
思

想
に
は
未
だ
歴
史
的
に
継
承
さ
れ
た
旧

民
旅
心
家
○
堅
史
的
領
有
事
実
の
み
に

依
拠
し
て
領
有
俘
脳
蜜
す
る
悪
し
き

煩
向
か
存
在
す
る
。
湾
が
日
帝
に
・
取
ら

れ
、
日
帝
が
米
帝
に
と
ら
れ
て
米
所
が

再
ひ
厖
政
権
を
放
棄
す
る
○
だ
か
ら
中

国
○
も
○
だ
と
い
う
主
張
は
、
や
は
り

共
産
主
義
の
原
則
を
過
渡
前
世
界
に
適

用
す
る
時
に
は
正
し
く
な
い
。
「
労
働

者
国
家
」
中
国
の
主
張
が
、
決
し
て

Ａ
無
路
肩
・
無
併
合
Ｖ
の
レ
ー
ニ
ン
的

原
則
に
反
す
る
も
○
で
も
な
く
、
社
会

帝
国
主
義
的
領
土
併
合
で
な
い
こ
と
は

尭
分
理
屏
出
米
る
が
、
三
角
核
均
衡
の

下
で
旧
民
族
国
家
○
領
有
哨
事
実
を
歴

設
の
た
め
の
闘
い
と
し
て
実
践
叱
す
る

レ
ー
ニ
ン
の
革
命
的
国
際
主
義
を
中
国

共
産
党
指
導
部
が
獲
得
出
来
な
い
と
い

う
限
界
だ
け
を
理
由
に
我
々
は
宍
閣
列

島
の
日
帝
領
有
に
対
す
る
闘
い
を
弱
め

た
り
黙
・
認
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
帝
国
主
義
相
互
○
戦
争
に

お
い
て
、
例
え
結
果
的
に
は
相
手
の
帝

国
主
義
が
有
利
に
な
っ
て
も
「
自
国
帝

国
主
義
○
敗
北
」
と
「
自
国
帝
国
主
義

の
打
倒
」
を
貫
徹
し
た
レ
ー
ニ
ン
の
革

命
的
国
際
主
義
の
原
則
を
頁
く
こ
と
が

絶
対
に
正
し
い
と
づ
え
る
。
レ
ー
ニ
ン

は
「
戦
時
に
お
け
る
革
命
的
行
動
は
。

　
『
自
国
政
府
が
、
敗
戦
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
不
可
能
で
あ

る
こ
と
、
反
動
的
な
戦
争
に
お
け
る
政

府
の
あ
ら
ゆ
る
敗
北
は
、
革
命
を
容
易

に
し
、
こ
○
革
命
だ
け
が
厄
久
的
民
主

的
平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
こ

際
主
義
で
国
益
論

「
義
」
を
粉
砕
し
、
日
帝
の

一
　
一

- - - - - - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 -

列
強
○
両
グ
ル
ー
プ
の
側
か
ら
し
て
帝

国
主
義
戦
争
で
あ
る
た
め
、
敵
対
囚
が

領
土
併
合
を
行
い
つ
つ
あ
る
と
き
、
ま

た
は
こ
れ
を
お
こ
な
っ
た
と
き
、
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
社
会
排
外
主
義
者
が
、

熱
心
に
領
土
併
合
に
反
対
し
て
『
だ
た

か
急
と
い
う
現
実
か
』
あ
っ
た
が
、

レ
ー
ニ
ン
は
敵
対
国
○
領
土
併
合
に
対

し
て
行
う
目
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

　
「
領
土
併
合
反
対
闘
争
」
は
「
ま
っ
た

く
偽
善
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
、
こ
の
レ
ー
ニ
ン
的
原

則
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
「
労
働
者
国

家
」
中
国
に
敵
対
し
て
い
る
自
国
日
帝

の
宍
閣
列
島
併
合
策
謀
と
は
、
一
切
の

日
和
見
主
義
を
排
し
て
断
乎
闘
う
べ
き

で
あ
る
。
以
上
の
確
認
○
上
に
立
っ

て
、
更
に
わ
れ
わ
れ
は
「
第
二
回
礼
公

主
減
イ
ン
タ
ー
会
議
へ
の
提
案
」
で
述

べ
て
い
る
レ
ー
ニ
ン
の
領
土
併
合
に
関

す
る
主
張
内
容
（
一
九
二
八
悟
了
三

月
）
を
検
討
し
、
こ
れ
を
過
原
則
世
界

○
現
代
に
い
か
に
適
用
す
ぺ
き
か
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
「
領
土
○
統
合
は
、
そ
Ｏ
領
土
の
住

氏
の
意
志
に
況
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
場

合
に
の
み
、
領
土
併
合
と
み
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
領

土
併
合
○
概
念
は
、
民
族
目
決
○
概
念

と
・
国
接
に
む
す
ひ
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
」

②
「
各
民
族
○
社
会
主
。
減
価
が
、
自
分

白
身
Ｏ
「
祖
国
」
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ

て
い
る
植
民
拍
と
民
族
○
分
陰
○
自
由

を
、
即
自
か
つ
無
条
件
に
要
求
す
る
と

い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

　
以
上
①
と
②
が
帝
国
主
義
的
段
階
の

領
土
と
民
族
自
決
に
関
す
る
基
本
的
主

張
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
基
本
主
張
を
過

渡
期
世
界
の
現
代
に
直
接
あ
て
は
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
な
ぜ
な
ら
は
自
国
帝
国
主
義
を
敗

戦
へ
導
き
内
戦
に
よ
っ
て
打
倒
し
、
自

国
帝
国
主
義
に
支
配
さ
れ
て
い
る
植
民

地
民
族
を
分
離
さ
せ
る
主
張
は
今
も
生

き
生
き
と
有
効
性
を
も
つ
が
、
「
領
土

併
合
＝
民
族
自
決
」
の
概
念
は
過
渡
期

起
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
断
言
し
て
い

る
。

　
レ
ー
ニ
ン
は
、
民
族
と
か
祖
国
の
課

題
を
絶
対
的
な
原
則
に
高
め
て
固
定
化

し
て
は
い
け
な
な
と
い
っ
て
い
る
○

だ
。
あ
く
ま
で
も
、
階
級
的
原
則
か
ら

民
族
開
題
を
歴
史
的
・
暫
定
的
な
も
○

と
し
て
把
え
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
わ
れ
わ
れ
も
、
民
族
自
決

の
要
求
を
過
渡
的
世
界
○
現
代
に
お
い

て
画
一
的
に
否
定
は
し
な
い
し
、
勿
論

絶
対
化
し
な
い
。
こ
の
視
点
こ
そ
が
レ

ー
ニ
ン
の
革
命
的
国
際
主
義
の
弁
証
法

で
あ
る
。

　
こ
の
視
座
を
獲
得
す
れ
ば
、
帝
嗣
主

義
段
階
の
過
渡
期
世
界
の
日
本
帝
国
主

義
心
臓
部
の
党
と
人
民
が
ラ
オ
ス
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
党
と
人
民
の
猿
ま
ね
を
し

て
反
米
愛
国
を
政
治
方
針
化
す
る
こ
と

が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
る
だ
ろ
う
。

ま
た
岡
持
に
「
民
族
自
決
」
を
無
媒
介

に
適
用
す
れ
ば
ソ
治
が
肩
巾
包
囲
政
策

の
近
目
に
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
（
ア
ワ

ミ
巡
回
）
の
民
族
』
自
決
を
利
用
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
両
刃
の
剣
と
な

る
こ
と
も
理
解
出
来
よ
う
。
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
○
分
除
独
立
の
要
求
も
、
民
族
と

い
う
よ
り
宗
教
を
決
定
的
要
囚
と
し
て

差
別
と
圖
う
分
離
で
あ
る
。
決
し
て
階

級
的
原
則
と
し
て
民
族
問
題
を
固
・
疋
化

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
他
方
で
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に

敵
対
し
た
中
共
０
反
分
割
主
義
も
正
し

く
な
い
。

　
現
代
過
渡
期
世
界
○
後
進
国
に
お
け

る
頌
自
党
と
人
民
の
闘
争
は
、
自
国
民

族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
Ｌ
辿
主
権
力
打
倒

と
同
時
に
、
こ
れ
に
介
入
す
る
帝
国
主

義
列
強
の
権
力
＝
帝
国
主
義
軍
隊
、
お

よ
ひ
ソ
巡
０
介
入
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
こ
の
闘
い
の
勝
利
は
世
界

革
命
戦
争
○
勝
利
の
上
に
し
か
勝
ち
と

る
こ
と
の
出
来
な
い
永
続
的
な
国
際
的

闘
い
と
な
る
の
で
あ
る
。
パ
レ
ス
チ
ナ

解
放
闘
争
も
、
ア
ラ
ブ
民
族
主
義
及
そ

の
背
後
に
あ
る
ソ
巡
○
領
土
拡
大
政
策

と
の
矛
盾
を
深
め
、
ア
ラ
ブ
港
合
側
か

ら
ヨ
ル
ダ
ン
の
フ
セ
イ
ン
を
出
し
、
闘

際
害
心
に
大
き
な
阪
界
が
あ
ろ
う
と

も
。

　
現
実
に
は
、
「
労
働
者
田
家
」
中
国

は
台
湾
を
武
力
解
放
す
る
こ
と
な
く
し

て
、
ま
た
日
本
帝
国
主
義
軍
隊
解
体
を

わ
れ
わ
れ
と
ア
ジ
ア
人
民
と
共
に
勝
ち

と
る
こ
と
な
く
し
て
、
帰
属
は
闘
い
と

れ
な
い
か
ら
だ
。
帰
属
を
闘
い
と
り
う

る
待
は
、
日
米
所
国
主
義
軍
隊
を
屏
体

し
て
世
界
革
命
戦
争
が
半
ば
勝
利
し
た

局
面
だ
か
ら
だ
。
（
半
ば
と
は
ソ
巡
ス

タ
官
軍
が
残
っ
て
い
る
か
ら
ケ

　
わ
れ
わ
れ
は
、
中
国
共
産
党
に
対
し

民
族
共
産
主
義
思
想
と
一
国
社
会
主
義

路
線
を
否
定
的
に
総
括
す
る
こ
と
、
国

家
間
外
交
と
米
中
ソ
三
角
核
均
衡
体
制

を
あ
く
ま
で
も
批
判
し
つ
づ
け
て
ゆ

く
。

　
中
日
共
産
党
と
「
労
働
者
田
家
」
中

回
人
民
が
、
民
族
共
産
主
義
思
想
を
否

定
し
レ
ー
ニ
ン
の
革
命
的
国
勁
志
賀

世
界
党
建
設
の
大
胆
な
実
践
化
を
目
指

す
○
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
一
切
条
件

を
つ
け
ず
、
文
字
ど
お
り
無
条
件
で
釣

魚
台
の
中
国
対
談
を
主
張
す
る
。
こ
○

場
合
中
国
帰
属
と
い
っ
て
も
、
世
界
プ

ロ
独
○
帰
属
へ
直
結
す
る
か
ら
だ
。
わ

れ
わ
れ
は
今
、
中
国
共
産
党
を
批
判
し

つ
つ
も
世
界
革
命
戦
争
０
利
害
か
ら
中

国
「
労
働
者
国
家
」
へ
の
帰
属
を
認
め

る
が
、
そ
れ
は
世
界
革
命
戦
争
○
勝
利

Ｈ
Ｈ
日
本
内
戦
・
０
勝
利
な
く
し
て
中
国

「
労
働
者
国
家
」
へ
の
帰
属
は
な
く
、

世
界
革
命
戦
争
勝
利
の
後
に
は
世
界
プ

ロ
独
を
樹
立
す
る
わ
れ
わ
れ
が
、
一
国

的
民
族
プ
ロ
独
国
家
○
廃
止
を
実
行
し

領
土
防
衛
主
義
や
プ
ロ
独
巡
邦
刻
下
の

社
会
氏
族
主
義
を
許
さ
ぬ
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
が
中
国
帰
属
を
現
在
的
に
承

認
す
る
限
界
と
条
件
で
あ
る
。

　
尖
閣
列
島
（
釣
魚
台
）
領
有
紛
争
は

三
角
核
均
衡
下
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
日
市

と
中
国
と
の
軍
事
力
を
背
景
と
す
る
高

度
○
外
交
戦
に
も
ち
込
ま
れ
、
日
帝
の

反
革
命
軍
事
勢
力
と
民
族
主
義
右
翼
は

五
・
一
五
の
沖
縄
軍
事
支
配
の
開
始
と

共
に
「
国
益
防
衛
」
と
「
民
族
主
義
」

を
も
っ
て
我
々
に
挑
ん
で
く
る
だ
ろ

な
い
の
だ
～

　
今
こ
そ
、
過
渡
期
世
界
の
革
命
的
国

際
主
義
の
旗
を
突
き
出
し
、
唯
物
史
観

と
は
何
か
！
共
産
主
義
と
は
何
か
を
大

胆
に
大
衆
の
申
に
持
ち
込
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
夕
。

　
我
々
は
、
四
・
一
四
集
会
を
狂
乱
の

反
革
命
に
対
決
し
て
全
人
民
的
反
撃
を

組
織
す
る
蜂
起
・
世
界
戦
争
屋
○
陣
地

と
し
て
打
ち
固
め
、
国
益
と
民
族
主
義

に
対
決
す
る
革
命
的
国
際
主
義
○
確
信

で
武
装
し
、
派
兵
自
衛
隊
前
段
直
撃
闘

争
へ
爆
悲
せ
よ
？

　
日
帝
先
フ
ァ
権
力
の
対
外
侵
略
の
質

が
未
申
ソ
三
角
核
均
衡
体
制
下
で
よ
り

厳
し
い
も
の
と
な
る
と
共
に
、
国
内
反

革
命
の
貢
も
正
に
新
ら
た
な
段
階
を
迎

え
て
い
る
。

―
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我
々
は
日
帝
権
力
の
新
ら
た
な
侵
略

反
革
命
と
対
決
す
る
に
あ
た
り
、
再
度

レ
ー
ニ
ン
の
革
命
的
国
際
主
義
の
魂
を

肝
に
銘
じ
て
ね
こ
う
で
は
な
い
か
。

　
「
労
働
者
階
級
は
、
は
じ
め
八
民
族

の
範
囲
内
で
形
成
さ
れ
る
Ｙ
二
共
産

党
宣
亘
は
述
べ
て
い
る
が
、
寫
呂
は

こ
の
ば
あ
い
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
制
度
○
、

し
た
が
っ
て
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
祖

国
の
必
然
の
形
態
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が

民
族
と
祖
国
を
み
と
め
る
、
そ
の
承
認

の
限
界
と
条
件
を
し
め
て
い
る
。
日
和

見
主
義
者
は
、
こ
の
真
澄
を
御
曲
し
て

資
本
主
義
の
発
生
時
代
に
あ
て
は
ま
る

こ
と
を
、
資
本
主
義
の
終
末
の
時
代
に

ａ
＝
Ｉ
Ｊ
ａ
＆
ａ
　
ｊａ
ａ



蚕
粉
砕
圖

一
い
て
き
た

こ
先
フ
ァ

’
に
そ
の
笑

体
で
あ
る
「
精
神
硝
化
に
」
の
拡
一
八
解
を
要
請
す
る
／
わ
れ
わ
れ
は
４
・
1
4

釈
と
そ
○
再
無
尽
に
お
い
て
の
り
さ
東
京
入
渠
公
に
お
い
て
次
○
こ
と
を
な

ら
ん
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
に
お
し
き
る
で
あ
ろ
う
。

い
て
も
わ
れ
わ
れ
蜂
起
世
外
小
前
戦
争
　
①
［
刑
法
改
正
－
保
安
処
分
］
「
法

鼠
の
「
障
害
者
」
と
○
砲
台
を
も
っ
て
副
番
結
成
」
粉
砕
○
闘
い
を
全
人
民
○

す
る
矢
沢
な
闘
い
に
よ
っ
て
粉
砕
し
つ
前
に
徹
低
回
に
副
ら
か
に
し
つ
つ
一
矢
に

く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
４
・
1
4
「
刑
法
そ
○
戦
列
兎
居
な
も
○
に
う
ち
き
た

全
㈲
改
正
策
動
－
砕
防
法
・
保
安
処
え
る
こ
と
で
あ
る
。
見
栄
京
大
集
会
は

分
」
と
闘
う
束
京
大
集
会
○
性
格
と
位
権
力
・
○
そ
○
攻
撃
○
前
に
様
々
な
部
分

回
を
明
ら
か
に
す
る
な
か
で
全
て
○
同
様
々
な
戦
線
（
「
精
神
病
院
」
「
大

志
○
結
集
を
よ
ひ
か
け
一
犬
に
闘
う
こ
と
学
」
「
山
谷
」
「
各
地
域
」
に
お
け
心

労
働
頑
「
障
回
酒
」
、
家
・
列
学
生

市
長
○
闘
い
を
一
つ
○
大
き
な
反
撃
○

激
流
に
か
え
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

③
そ
し
て
以
上
○
枠
に
と
ど
ま
る
こ
と

な
く
明
確
に
光
フ
ァ
権
力
○
［
刑
法
改

正
－
保
安
処
分
］
０
反
革
命
が
7
0
年
代

階
級
闘
争
を
析
ら
た
な
武
装
闘
争
Ｉ
権

力
闘
争
へ
お
し
あ
げ
る
地
下
か
ら
の
爆

弾
○
破
壊
を
必
死
に
お
し
と
ど
め
、
爆

弾
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
人
民
０
分
断

を
現
狂
的
に
は
機
動
隊
を
軸
と
す
る
技

ら
は
、
④
こ
こ
数
年
の
闘
い
の
中
か
ら

多
く
○
教
訓
を
こ
○
四
べ
五
月
の
政

治
焦
点
を
光
輪
す
る
の
み
な
ら
ず
7
0
年

代
権
力
闘
争
○
攻
防
の
加
奈
‥
成
す
る

と
こ
ろ
り
沖
帽
派
岫
－
帝
国
主
義
軍
隊

解
体
の
闘
い
へ
と
し
ぼ
り
あ
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
先
涯
国
武
装
闘
争
の
ぶ

難
包
に
真
正
面
か
ら
対
決
し
、
沖
縄
闘

争
－
帝
］
土
嚢
軍
隊
解
体
Ｉ
目
衛
隊
派

兵
前
段
直
撃
○
闘
い
の
申
べ
（
イ
）

一
二
ブ
ロ
ッ
ク
階
級
闘
争
を
世
界
革
命
戦

争
に
牽
引
し
ぬ
く
戻
と
し
で
、
（
口
）

粉
砕
Ｏ
闘
い
古
先
詣
国
武
装
闘
の
因
難

性
は
表
裏
の
も
○
で
あ
る
。
権
力
闘
争

’
一
汗
臨
写
の
新
ら
た
な
段
階
・
そ
れ

故
生
命
を
か
け
穴
完
訳
闘
争
の
新
ら
た

な
段
階
に
対
す
る
困
難
包
で
あ
り
、
同

時
に
・
越
度
剔
世
界
○
軍
ぶ
に
対
す
る
強

烈
な
自
然
光
生
性
に
対
し
て
蜂
起
世
界

革
命
代
参
○
旗
を
鮮
明
に
う
ち
だ
し
、

先
巡
回
体
言
軍
○
路
線
を
ま
い
巡
す

る
と
こ
ろ
○
濯
圖
て
も
あ
る
。
全
て
の

革
命
的
同
心
諸
君
／
４
・
μ
畷
京
大
集

会
に
結
集
し
権
力
へ
聡
反
撃
を
／

- - － － j i

法
―
保
安
処
分
体
制
と
し
て
治
万
弾
圧

戻
に
豆
岫
し
た
破
弾
斗
の
同
志
は
、
会

一
場
の
皿
い
巡
帯
○
ま
な
ざ
し
の
申
で
、

一
銃
撃
威
の
革
命
的
意
議
を
は
っ
き
り
と

一
評
価
し
つ
つ
、
こ
Ｏ
「
処
刑
」
に
対
す

て
回
解
を
、
決
し
て
客
観
的
に
批
判
し

　
こ
べ
黙
視
し
た
り
す
る
こ
と
で
素
油

こ
七

き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
事
笑

　
を
し
っ
か
り
み
ざ
わ
め
、
教
訓
化
し
、

二

Ｉ
ら
主
体
化
す
る
こ
と
か
も
ご
七
珀

先
辿
国
武
辿
闘
争
頌
べ
持
す
る
わ
れ

一
抗
す
る
ぽ
撃
一
七
絶
威
し
な
け
れ
ば
な
ら

石
い
。
銃
撃
似
支
持
は
光
武
闘
を
切
り

一
間
い
た
も
の
と
し
て
当
然
で
あ
る
。
し

つ
こ
な
が
ら
粛
清
に
対
害
心
批
判
は
、

’
呈
さ
に
わ
れ
わ
れ
が
七
八
産
主
義
思
想
を

一
打
ち
固
め
て
行
く
過
程
を
辿
し
て
行
な

ご
っ
べ
き
聞
剔
て
あ
り
、
権
力
に
与
え
ら

一
れ
た
報
這
の
み
ぺ
あ
れ
や
こ
れ
や
俎

一
像
す
る
こ
と
は
つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
な

谷
幻
惑
蒔
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ご
平
ら
な
い
。
そ
○
縁
な
こ
と
は
、
週
刊
誌

一
に
次
の
一
言
を
述
べ
た
。
煩
二
に
、
権

一

的
判
断
を
持
ち
込
み
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
イ

ー
カ
○
狂
乱
○
弾
圧
か
ら
革
命
党
を
支
持

‐ ‐ ‐

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
浸
透
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許
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権
力
と
も
っ
と
も
シ
烈
に
戦
っ
で
い
る

こ
と
を
断
乎
評
価
し
つ
つ
、
彼
ら
が
如

何
な
る
ぶ
ハ
疸
爆
心
○
内
実
で
戦
い
を
混

同
し
て
い
る
の
か
を
全
人
民
に
罰
露
す

の
不
允
分
社
を
主
体
的
に
自
己
批
判
し
毎
回
兵
士
○
死
は
、
帽
何
に
せ
よ
ぶ
笑

早
急
に
圧
倒
的
な
反
弾
圧
戦
線
を
烈
士
で
あ
り
、
兵
士
○
死
を
帽
同
に
し
た
ら

し
て
ゆ
く
、
第
二
に
七
赤
○
兵
宅
匹
‥
二
無
駄
死
に
さ
せ
な
い
か
は
わ
れ
わ
れ
心

抱
力
と
も
っ
と
も
シ
烈
に
戦
っ
て
い
る
一
頴
い
で
あ
り
二
再
ひ
こ
○
よ
う
な
こ
と

一
’
‘
、
タ
ノ
’
ｌ
。
ｓ
‘
１
１
Ｑ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
w
．
ｇ
．
ｓ

谷
ず
、
読
売
詣
地
平
を
守
り
、
わ
れ

彩
れ
○
よ
貝
高
次
の
八
反
主
義
の
団
帖

汀

容
昌
司
ｋ
戦
い
を
屁
・
回
し
よ
う

　
即
に
英
世
的
・
自
己
暖
性
的
・
献
身

的
に
全
世
界
武
装
闘
争
○
最
前
線
で
闘

い
抜
き
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
ろ
う
獄

ゝ ｊ - Ｗ - - - Ｊ ' Ｊ 〃

仝
起
さ
ぬ
為
○
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
、

わ
れ
わ
れ
が
武
爆
圧
義
政
治
を
刑
犬
の

人
民
○
申
に
展
開
す
る
中
べ
権
力
の

弾
圧
を
粉
砕
し
、
共
産
主
義
忌
引
を
更

に
Ｉ
綴
引
日
な
も
○
に
し
、
人
民
○
海

を
構
築
す
る
以
外
に
な
い
○
で
あ
る
。

「
蜂
恕
読
者
諸
お
夕
　
側
昌
己
栢

染
せ
よ
／
・

を
現
実
の
反
革
命
に
見
合
う
よ
う
法
的

に
畷
備
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
に

も
印
か
わ
ら
ず
、
実
体
と
「
建
前
」
の

○
鎖
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
て
い
る
反
戦
公
許
前
法
改
正
の
反
対
意
見
の
前
に

派
労
働
者
、
学
生
に
対
す
る
長
期
勾
留

一 一 一 一

Ｉ
精
神
衛
生
渋
の
改
正
否
を
急
ぎ
つ
つ

と
り
つ
く
わ
ん
と
し
よ
う
と
し
て
い

て
年
代
権
カ
闘
争
○
核
心
Ｌ
限
囚
主
硯

海
隊
解
体
貿
万
弓
削
訟
○
仲
周
回
兵

　
前
段
位
不
仲
同
人
心
の
、
ベ
ト
ナ
ム

　
人
民
の
・
闘
い
と
固
く
世
帯
逼
～
を
問

　
始
し
よ
う
／
○
発
谷
百
入
け
、
法
務
省

　
に
む
け
た
戦
闘
的
な
デ
モ
を
鯛
勤
隊
の

　
堕
を
突
破
し
貫
徹
し
た
の
で
あ
る
。

　
不
日
の
三
月
実
行
委
員
会
○
闘
い
こ
そ

　
「
刑
法
改
正
―
保
女
処
分
新
設
」
「
破

防
法
体
側
ト
に
お
け
る
保
安
処
分
」
粉

砕
の
そ
○
路
線
を
全
て
の
闘
う
人
民
の

前
に
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。
日
向
派

吋
一
足
Ｏ
「
保
安
処
分
」
に
詞
足
し
Ｉ

人
だ
に
そ
の
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
沖

共
闘
の
そ
の
破
産
は
結
成
を
も
っ
て
は

し
ま
っ
た
０
て
あ
ぃ
ぺ
解
放
説
・
日
向

鼠
ツ
ハ
問
声
明
を
も
っ
て
反
軍
団
主
義

共
闘
の
批
判
を
し
で
も
お
お
い
か
く
せ

る
も
の
で
は
な
い
○
で
あ
る
。
解
放
派

は
い
ま
だ
大
衆
運
聯
王
族
者
よ
ろ
し
く

　
「
豊
か
な
る
戦
線
○
碓
立
を
」
な
ど
と

権
力
論
を
ぬ
き
に
し
て
た
わ
ご
と
を
い

い
自
］
」
を
合
理
化
し
て
い
る
。
日
和
見

専
心
者
の
レ
ゴ
マ
ル
は
皮
ら
の
上
に
鏝

も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
○
こ
○
閥
兄
頁
し
た
闘
い
は
様
々

な
社
線
を
結
果
せ
し
め
る
て
あ
ろ
う
。

１
号
三
百
円

２
号
四
百
円

３
号
四
百
円

゛
゛
‐
‐
″
”
ド
．

・ 心 乙呼 4 ｀

μ
j………

……似.‘.F一y･､4:………j・＿..

・
阪
大
保
共

Ｒ
Ｇ
誠
判

戦
線
、
関

意
表
明
を

も
と
に
、

－ -

実
体
規
定
か
と
い
う
概
念
を
捉
示
し

た
。
そ
れ
に
対
し
検
事
側
は
「
単
な
る

訓
示
規
定
で
は
な
く
効
力
を
も
つ
も
○

で
あ
る
」
と
釈
明
し
た
ぺ
実
体
規
定

と
い
う
言
明
を
避
け
、
一
七
回
公
判
に

も
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
。
た
。
訓
示
規

．
々
と
か
把
定
は
本
法
○
解
釈
・
適
用
に
対
す
亘

で
の
更
な

の
で
あ
る

縦
の
沈

わ
れ
に
よ

開
さ
れ
て

貫
」
「
家

而
ら
ゆ
る

設
直
撃
に

竺
し
、

ｆ
し
て
い

Tlj心
る
の
か

認
証
、

ふ
規
定
か

- - ヽ - - - - - - - - - - -

股
的
な
注
意
で
あ
り
、
実
体
規
定
に
於

て
は
、
本
法
○
適
用
に
当
っ
て
第
二
条

が
満
た
さ
れ
な
い
限
り
成
立
し
な
い
と

い
う
内
容
を
も
ち
破
防
法
全
文
に
か
か

わ
る
の
で
9
9
‘
!
し
か
し
前
回
の
発
言

を
大
言
と
総
括
し
た
検
事
側
は
、
概
念

を
訓
示
規
定
、
実
体
規
定
と
し
て
提
示

し
た
政
利
長
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
二

者
択
一
的
分
類
自
体
問
題
で
あ
る
と
、

裁
判
長
の
訴
訟
指
揮
に
飼
晦
を
加
え
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
新
た
に
「
禁
止

規
定
」
と
い
う
表
現
を
土
屋
検
一
一
挙
は
用

い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
論
水
す

れ
ば
そ
れ
自
身
実
体
規
定
の
内
実
を
も

つ
た
め
、
自
ら
○
発
言
に
混
乱
し
、

禁
止
規
牢
ご
い
う
概
念
を
と
り
下
げ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
。
混
乱
す
る
検
事
例

を
援
助
す
べ
く
政
列
氏
は
前
回
に
於
て

自
ら
が
提
示
し
た
概
念
○
論
争
を
打
ち

切
る
発
言
を
し
た
。
が
し
か
し
被
告
・

弁
護
団
よ
り
「
第
二
条
の
概
念
規
定
い

か
ん
だ
、
本
公
訴
の
存
立
自
体
を
左
右

し
、
破
防
法
の
鍵
で
あ
る
。
断
じ
て
中

途
打
切
り
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
反
論
か
お
り
、
次
回
持
込
と
な
っ

た
。

　
第
二
条
条
文
は
、
破
防
法
そ
れ
自
身

が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
体
系
さ
え
も
の
り
越

え
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示

す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
適
用
に

於
て
は
第
二
条
が
全
面
的
に
か
か
わ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
公
判
は
い
よ
い
よ
破

防
法
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
法
体
系
さ
え
も
○

り
越
え
て
い
る
こ
と
を
赤
樫
々
に
示
す

段
階
で
は
あ
る
が
、
我
々
は
破
防
法
裁

判
闘
争
を
単
に
違
憲
論
争
０
枠
内
に
留

め
る
こ
と
な
く
、
沖
縄
自
衛
隊
民
兵
を

亘
朋
に
し
て
帝
国
主
義
権
力
の
狂
乱
○

反
革
命
に
灰
胴
す
べ
く
、
反
弾
圧
戦
線

の
強
化
拡
大
を
週
し
て
、
人
民
○
組
織

化
を
頁
奴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

狂
乱
の
反
革
命
に
対
決
す
る

　
　
　
反
弾
圧
の
戦
線
を
建
設

　
　
１
３
・
3
1
集
会
で
破
弾
闘
宣
言
１

　
権
力
○
抑
圧
士
弾
圧
に
抗
し
闘
い
抜

い
て
い
る
労
励
者
、
学
生
、
市
民
０
皆

さ
ん
。

　
わ
が
破
弾
闘
は
、
三
月
三
一
日
、
予

駄
谷
区
民
会
館
で
聞
か
れ
た
「
三
・
三

一
Ｈ
・
Ｊ
二
同
年
・
鈍
甲
百
足
・
故

浪
合
赤
軍
卒
ご
巡
回
人
民
集
会
」
に
、

銃
撃
賊
に
恐
怖
す
る
椎
刀
の
尖
兵
・
機

動
隊
・
私
服
ら
が
十
圭
二
吉
江
取
囲

み
割
か
つ
す
る
中
で
圧
倒
的
に
結
果
し

た
。

　
ま
ず
集
会
は
、
故
兵
士
の
写
真
が
会

場
内
に
か
か
げ
ら
れ
る
申
で
、
赤
牧
の

政
治
を
雨
親
し
な
い
で
推
し
贈
め
て
ぎ
二
言
ハ
廓
正
義
政
治
の
体
系
的
路
銀
が
不

乙
‰
守
あ
る
。
」
士
批
判
し
、
固
赤
一
分
明
で
あ
。
た
と
回
心
批
判
を
行
い

結
成
時
よ
り
獄
印
に
お
い
て
脱
党
宣
言
言
つ
、
第
三
に
、
そ
○
戦
い
を
舗
駄
に

て
座
席
○
結
成
を
尚
く
評
価
し
な
が
ら

　
「
処
刑
」
を
主
辞
に
党
同
車
内
子
胃
と

し
て
と
り
あ
げ
、
そ
の
矛
盾
の
止
揚
を

全
人
民
的
に
百
花
斉
放
を
も
っ
て
深
刻

に
総
括
し
て
ゆ
き
た
い
述
と
べ
た
。

　
次
に
京
浜
安
保
。
に
ハ
Ｈ
Ｏ
獄
中
同
心
を

中
心
と
し
た
ア
ピ
ー
ル
は
、
「
わ
れ
わ

れ
は
、
一
部
○
革
命
凧
○
同
広
遠
が
、

と
う
し
て
こ
○
よ
う
な
副
ま
り
を
犯
し

た
○
か
、
そ
の
根
本
原
因
を
、
一
部
革

命
派
○
づ
言
が
、
建
軍
武
装
闘
争
を

政
治
に
よ
っ
て
搦
統
す
る
こ
と
を
せ
ず

政
冶
労
ｍ
視
し
な
い
で
迎
し
沈
め
て
き

た
‰
守
あ
る
。
」
士
批
判
し
、
固
赤

代
表
か
ら
○
声
明
が
読
み
あ
げ
ら
れ
Ｉ
り
と
も
敞
○
手
に
委
ね
て
は
な
ら
な
い
‐
‐
を
言
め
て
政
治
「
抜
き
」
○
軍
隊
路
線

勺
赤
款
の
代
表
は
「
今
回
の
岑
感
泣
」
「
こ
と
」
と
し
て
、
桟
力
士
の
闘
い
を
断
言
批
判
し
、
長
米
愛
国
路
線
に
よ
る
ボ

ひ
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
平
入
な
同
郷
了
子
と
し
て
継
続
し
て
ゆ
く
こ
と
を
胴
ふ
ブ
隊
ｏ
統
序
言
芦
田
し
、
昨
年
六
月
以
来

わ
れ
わ
れ
は
遊
け
て
通
る
う
と
は
思
わ

な
い
し
、
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

史
に
団
結
し
て
こ
０
問
題
を
前
説
闘
争

１
社
会
主
義
革
命
戦
争
の
光
波
に
向
け

て
止
揚
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
し
て
次
○
こ
と
を
提
起
し

た
。
「
こ
の
問
題
は
、
人
員
内
部
の
矛

回
て
あ
り
、
粉
砕
対
象
で
は
な
く
止
揚

す
べ
き
対
象
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
人

民
内
部
の
矛
盾
の
解
決
を
そ
の
一
部
だ

-

か
に
し
た
。

　
次
に
赤
軍
沢
○
ア
ピ
ー
ル
は
、
「
今

川
の
い
わ
ゆ
る
『
処
刑
』
が
、
昨
ぺ

巡
貪
亦
軍
誕
生
以
降
、
わ
苧
悦
服
こ

そ
○
最
愛
○
・
盟
友
で
あ
る
日
八
八
（
差
前

左
派
）
０
両
者
を
中
心
に
し
て
辿
め
ら

れ
た
よ
り
昌
次
○
団
結
（
い
わ
ゆ
る

　
「
新
党
」
結
成
）
に
向
け
た
そ
の
党
内

軍
内
矛
盾
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し

４●４

に
言
審
議
に
緊
急
行
動

　
　
　
百
名
が
弾
劾
集
会
・
法
務
省
へ

　
刑
法
全
面
改
正
―
保
安
処
分
粉
砕
○

闘
い
は
３
月
2
7
口
の
法
務
省
包
囲
中
央

闘
争
を
受
け
、
４
月
４
日
の
法
務
省
法

政
・
斎
絨
会
総
会
に
か
け
ら
れ
た
刑
法
改

正
（
保
安
処
分
）
案
に
対
す
る
緊
急
行

勤
と
し
て
、
当
日
午
前
十
一
時
漬
水
谷
一
精
神
鼠
疋
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、
こ
れ

ｉ
｀
ｉ
靫
一
る
咲
力
阿
同
○
賢
を
受
け
止
め
、
常
鴨
一
へ
発
匠
さ
せ
る
革
命
運
動
史
上
末
路
○
一
Ｉ
地
方
に
お
い
て
自
衛
隊
紐
地
反
び
厭
一
僑
台
略
奪
阪
勁
が
、
財
脂
ア
ジ
ア
こ
句


